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論文審査委員 主主宰真鍋麓=

P主)松永 ヲEコ' 教授宮井 潔

論文内容の要旨

【目的】

反射性分泌の介在しない状態で涙液量を検査する乙とは，涙液減少症などの診断においてきわめて重要

である。

フェノールレッド糸による涙液量検査(以下本検査)は，測定時の刺激がほとんどなく，その検査値は

結膜嚢内貯留涙液量を反映しているものと考えられてきた。しかし現在までに，その根拠ならびに診断上

での有効性について，検査法として確立するにたる十分な検討がなされていない。今回の研究の目的は，

本検査における数値の意味を確定するとともに，涙液量が少ないと判定する基準を，明確にする乙とであ

る。また，涙液減少症などに対する治療効果の判定ならびに経過観察にも，役立つ検査であるかどうかを

検討する。

【方法】

1. 基礎実験

① 検査糸の吸水特'性

フェノーノレレッド糸が毛管現象により 15秒間に濡れる長さを下降法で調べた。滴下液はハイドロキ

シプロピノレセルロース 0.1 ~ぢを含有した人工涙液である。マイクロピペットによる糸の上端への滴下

液量は， 0.5 , 1.0, 1.5, 2.0 , 2.5 , 3.0μl で，各 5 回の濡れの長さの平均値をもとめた。

② 涙液分泌のない眼における点眼量と検査値の関係

重度の涙液減少症の治療のために，非含水性ソフトコンタクトレンズを装用している患者〔女性，

55歳)の片眼に，基礎実験①と同じ人工涙液をマイクロピペットで点眼し，その直後に本検査を行
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った。点眼量は 0.5 ， 1.0, 1.5, 2.0 , 2.5 , 3.0 , 5.0 , 7.0 , 10.0μ] で，各 5 回ずつ測定した。

2. 臨床実験

① 正常眼における検査値の年間変動

コンタクトレンズ非装用の正常眼ボランティア(男性 1 名 2 眼，女性 6 名 12眼)で本検査値の変動

を 1 年間調べた。

② 正常眼および涙液減少症眼の検査値の分布

両眼とも屈折異常以外の眼疾患を伴わない外来患者 720 名 1440 眼(男性 369名 738 眼，女性 351

名 702 眼)を正常眼として，両眼各 1 回ずつ本検査を行った。そしてその検査値の分布を調べた。一

方，阪大眼科にて涙液減少症と診断された患者 155 名 309 眼(男性23名46眼，女性 132 名 263 眼)に

ついては，初診時における本検査値の分布を調べた。

③ 涙点閉鎖の治療効果

涙液減少症患者に対する涙点閉鎖の治療効果を確認するために，本検査が応用されうるかどうかを

検討した。対象は涙点閉鎖のために涙点プラグを挿入された患者で， 1 涙点閉鎖あるいは 2 涙点閉鎖

が行われた3J名34眼(男性 1 名 2 眼，女性19名32眼)である。

【結果】

基礎実験①と基礎実験②の結果は酷似しており，滴下液量および点眼量が1.0 から 3.0μl では，両実験

の測定値聞に有意差を認めなかった。またいずれの実験も，人工涙液量が 2.5μl までであれば， 0.5μl ず

つの液量の増加に応じた，測定値の増加は有意であったが， 2.5μl 以上では有意ではなかった。なお 2.5

μ1 ~C::対応する測定値は約 20mmであった。

臨床実険①より，年間の変動幅は小さな症例で llmm，大きな症例で 34 rrnnと，個体差のあることがわ

かっ fこD

臨床実験②より，正常眼の平均値μ)は 19.8mm，標準偏差!σ)は 8.0 mrnであり， μ ー σ より小さい検査値

llmrn以下の眼は，正常眼全体の 15.9 %であった。 涙液減少症眼での平均値は 10.0 rrnnで、あったが，正

規分布は示さず，最頻値は 7mmであった。 ちなみに，検査値 llmm以下の涙液減少症眼は全体の 65.3%

であった。

臨床実験③より，涙点閉鎖前後で，本検査値の平均値は 6.3mmから 15.8rnmへと顕著な上昇をしめした。

【総括】

本検査値は 20mm以下の範囲で，結膜嚢内貯留涙液量を反映している乙とが確認された。また涙液減少

症眼の平均値が 10.0mrn，最頻値が 7mmで、ある乙とを考慮すると， 正常眼の μ ー σ より小さい範囲にあ

る検査値 llmm以下の眼は，涙液減少症眼などの涙液量の少ない眼である可能性が高いと考えられた。

そして涙液減少症眼に対する涙点閉鎖前後では，本検査値の上昇が顕著であったことから本検査は涙液

減少症眼などの治療効果の判定や経過観察にも有用なものと考えられた。
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論文審査の結果の要旨

反射性分泌の介在しない状態で涙液量を検査する乙とは，涙液減少症などの診断においてきわめて重要

であるo 従来，涙液量検査にはシノレマーテストがあるが，乙の方法は角結膜を損傷するため，反射性分泌

が起乙ることは不可避である。そ乙で，本研究では，刺激を与えない，しかも，涙液に接触することによ

り， pHの変化で黄色から赤色に変色するフェノールレッドで着色した綿糸を使用する乙とによって，涙

液量を検討している。

フェノールレッド糸による，人工涙液の滴下実験及び全く涙液分泌のない症例への点眼実験を検討した

結果，本検査値は 20mrn以下の範囲で，結膜嚢内貯留涙液量を反映していることを証明している。正常人

の涙液量を，年余にわたって測定した結果，年間の変動幅に個体差が大きいことを証明している。

また，正常眼と涙液減少症眼の涙液量の分布を検討した結果，検査値が 11 rrun以下の症例は，涙液減少

症と診断できることを証明しているo そして，涙液減少症に対する涙点閉鎖前後で，本検査値の上昇が顕

著であった乙とから，本検査が涙液減少症の治療効果の判定や経過観察にも有用である乙とを明らかにし

ているo

以上の研究は，検査糸の吸水特性と，正常眼と涙液減少症眼の検査結果を比較検討する乙とにより，フ

ェノールレッド糸による涙液量検査の基礎を築き，臨床応用の基準を確立したもので，学位授与に値する

ものである。
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